申し子譚の一考察 by 藤島 秀隆
お伽草子に「申し子」型が顕著なことを事由に、中世において申
し子認が着想されたと推断するのは大きな誤謬である。
わが国の申し子信仰及び申し子調史は深奥であり、それ故に神人
通婚讃・異類婚姻調などとの関わり、更に印度・中国の仏典との関
係等についての解明が肝要である。一方、口承文芸としての昔話へ
の波及も考究すべき問題であろう。
ここで従来の申し子調の研究をぱ略述すると、かって柳田国男翁
は口承文芸の観点から『昔話と文芸』・『桃太郎の誕生』・『海神
少竜』・『瓜子織姫』・『円螺の長考』・三寸法師讃』等におい
て実証的に績述せられ申し子（主に小さ子）について説いておられ
注１る。臼円甚五郎先生は中世物語に見られる申し子彰例証せられ、更
に今なお朽木谷及び四国拙方に伝承すス長者の申し子の歌謡（申し
子踊）について、民俗学の分野から鋭くメスを入れられ、まことに
注２
すぐれたご考証を呈一示せられておられる。また、市古貞次氏は大著
『
は
じ
め
に
申
し
子
讓
の
一
考
察
レア
『中世小説の研究』において幾つかの申し子について触れておられ
注３る。更に、荒木良雄氏にはお伽草子申し子型の発端から本地をあら
性４
わす結末についての概説がある。近時、大島建彦氏は、お伽草子と
昔話の比較研究を試ふられ、「鶴の草子』・『梵天国』・ヨ寸法
注５
師』・『瓜姫」等における申し子のユニークな解明か見られる。
その他、お伽草子関係の諸論文或いは解説の中で、申し子につい
て若干触れているのは多いが、とにかく申し子認全般を主体とした
論究は極めて微微たるものと言ってし過言ではあるまい。しかし、
注Ｂ
宮地崇邦氏の申し子説話の背景は卓見に充ち、微少論考の中に一際
光彩を放っていると言えよう。
わたくしの管見によれば、申し子讃研究は概して「小さ子」讃系
統の研究が多いと思われる。いわゆる一寸法師型申し子讃であり、
特に昔話の世界で多く説かれている。
さて、申し子認の世界はお伽草子にのゑ留まらず広範に及ぶ。そ
のため作品数は枚挙にいと主ない。すべての作品を調査すること自
体が難事業であり煩雑である。この点が申し子讃研究を遅々とした
藤
島
秀
隆
1０
申し子の語義は、『大言海」・「大日本国語辞典』によると、
①神仏の通力に祈り、申し請うて孕み生まれた子。
②神仏に祈って授かった子。
とある。一方、『日葡辞書」には「二頁億．マゥシゴ」（祈願によ
って授かった子）と記載されており、『倭訓栞』ては「請児」の義
注
７
と見』える。斯かる塞叩義を有する「申し子」の名称がいつ頃から使用
とから、恐らくは中世に出目した名称と考えられる。…
されたか定かではないが、既にお伽草子の時代には顕著であったこ
神仏に祈願して子を儲ける形態は、古くは『日本書紀』（巻第十
七、継体天皇元年二月の条）に見える。武烈天皇には、元より男女
・はか
無くして継嗣が絶』えるため、大伴金村大連が議って男大述王を天皇
（継体）に迎え奉った際、手白香皇女を立てて皇后となし奉り、
注９
「敬二祭神祗一、求二天皇息一」と大連が請い、遂に一男（天国排開広
庭尊Ⅱ欽明天皇）を生誕せしめたと言う記事が、わが国における申
し子ｅ初見ではないかと思われる。
屯のにしているに相違ない。それ故、総合的な考察は殆ど行なわれ
ていないのが現状である。
申し子は習俗である。そして申し子讃には流動が認められる。従
って当面、
①あらゆる階層の人々によって育まれてきた申し子信仰（史）の
追求と解明。
②申し子調の流動性の考察。
が急務と考える。本稿では①②の一部について論述したいと思う。
一一、申し子の名称と申し子信仰
一方、『詩経』（大雅・生民）には、「克種克祀、以弗レ無し子」
と見え、毛伝では「弗去也、去レ無し子求し有し子」とあり、鄭玄菱に
よると「弗之言祓也」と述べ、「乃煙一一祀上帝於郊媒一以祓二除其
無し子之疾一、而得二其福一也」と解している。生民の詩によると、姜
娠（帝譽。高辛氏の妃）は子がないため、その疾を祓い除こうと、
春の日郊外に天を祭り子を得ることを祈った。野原に天帝の足跡が
あるのを見て、その栂指を践んだところ奇端あって懐妊、のち后漫、
（周王朝の始祖）を生んだと言う感生説話である。「郊媒」に対し
て「高旗」と呼ばれる子授けの神の記事が『礼記』（月令・仲春之
月）に見える。
是月也玄鳥至。至之日以二大牢一祠二千高媒一。天子親往、后妃
帥二九媛一御。乃襯二天子所－し御、帯以二弓璽鋼、授以二弓矢一、千二
高媒之前一。
鄭玄の注及び孔頴達の疏によると、毎年仲春の頃、燕が訪れ家の
軒先に巣を作り子を育てる。燕を吉鳥とし、高媒の神を祠ると言
う。「媒」は男女を媒酌する「媒神」であると説いているので、い
わば子授けの神と考えられる。子種を授かるというより、むしろ懐
妊した者を神前にて弓袋・弓矢を帯する祭祀を行ない、男子の出生
を祈願する義と言われる。
注
、
これらの説話は股の始祖契の誕生認と関係があると思われる。
ともかく、中国においても、子授けの祭祀が古くから行なわれて
いたことを如実に物語っていると言えよう。
更に印度では、古くから子供のなきを憂える者は天を祭祀して子
を乞い、子が授かった際、その子を提婆達多（天授）または演若達
注皿
多（祠授）と名付けるのを常としていた。
このように瞥見してくると、日本・中国・印度間に神（天）を祭
1１
祀し祈願する申し子信仰の類型と流動を認め得ることができよう。
ところで、わが国の申し子信仰の一面は例えば『肥前国風土記』
（神埼郡船帆の郷の条）から察知することができる。景行天皇が巡
行なさった後に、「御船の沈石四頚、其の津の辺に存れり。此の中
の一顎は、高さは六尺、径は五尺なり。一頬は、高さは八尺、径は
五尺なり、子無き婦女、此の二つの石に就きて、恭び祷斫めぱ、必
ず任産むことを得」（原漢文・Ｉ線筆者による）と見えるのは、
石を神の霊代として信仰する習俗が存在していたことを如実に示し
て
い
る
。
古
代
社
会
に
お
け
る
申
し
子
信
仰
の
一
端
と
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
いか。恭しく神に祈り告げて福を求めることは自然な動作から発する敬
度な祈りである。
申
し
子
調
の
発
生
が
ど
の
時
期
で
あ
る
か
を
明
確
に
論
証
す
る
こ
と
は
極
め
て困難な作業である。
た
だ
、
古
代
に
お
い
て
申
し
子
信
仰
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
は
前
述
の
通
り
であり、仏神によって子を授けてもらう習俗が既に行なわれていた
と言える。申し子信仰は多種多様である。その内容については後日
詳述したいと考えているが、ここで貴族階級における申し子信仰に
ついて若干述べておきたい。
物語・草子における申し子は一般的には多く架空讃として語られ
ている。これに反して、日記に記載された申し子は事実（調）と言
える。この場合、厳密な意味での申し子護ではない。しかし、そこ
には人間の苦悩と切実な願いと喜びがあり、実相がある。
藤原道長と同時代に生き、道長とは批判的な立場にあった藤原実
資（後小野宮家右大臣）は『小右記」の中に、女児を獲んとの願立
てを書きとどめている。永酢二年（九九○）九月五日に石清水に詣
で「女児之大願具由在願書」とあるように、女児を授けてもらう立
願をしている。更に九月八日には長谷寺においても「又有立願事、
貼鮴腓諦願也」と祈願したことが記されている。その夜、子を給う
と
の
夢
想
を
受
け
て
い
る
。
し
か
し
『
小
右
記
』
に
は
女
児
誕
生
の
記
事
は
見
えない。その後、実資三十七歳の正暦四年（九九一一一）二月六日「女
人任（姫）事」（正室の懐妊か）のため、証空阿闇梨を招き加持祈
祷を行なっている。二月九日に子供は生まれたが天逝したと記して
いる。それより前、実資二十九歳の寛和元年（九八五）四月二十八
日に一女を儲けているのであるが、五歳の永酢二年七月十一日に病
気のため亡くしている。悲歎泣血の様子であった。従って、祈願に
よ
っ
て
女
児
を
儲
け
た
い
と
い
う
熱
意
は
切
実
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
大
鏡
」
（
実
頼
伝
）
及
び
『
栄
花
物
語
」
（
も
と
の
し
づ
く
）
に
よ
る
と、実資には子がなかったので兄懐平の子、資平を養子としたがそ
の後、源頼定の乳母子を母とする「かぐや姫」を儲けている。しか
し『尊卑分脈』には資平のほか資頼・経任・良円の名が記されてい
る。『大鏡」では良円・資頼を実頼の子としているが、すべて養子
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
実
資
は
父
実
頼
（
実
は
祖
父
）
の
「
そ
こ
ば
く
の
宝物・荘園は皆この殿にこそはあらめ」（『大鏡』）と言われる莫
大な財産を継承し、かぐや姫を大事に養育している。このかぐや姫
の母は実費の正妻であった式部卿の宮為平親王の女椀子女王の侍女
であり、椀子女王の没後、実資の室となりかぐや姫を生んでいる。
従って、前述の女児祈願の記事を主とする年における実資室は椀子
女王と考えられる。
右のような形態であったにせよ、申し子信仰が少なくとも貴族階
級に存在していた事実が明証された訳である。このことは、藤原道
長に関する記録にも見える。道長は実資とは対照的に子沢山で六男
1２
仏
教
説
話
の
主
体
は
高
僧
の
伝
記
に
あ
る
。
彼
ら
の
出
生
讃
は
霊
夢
に
よ
る
懐
胎
説
話
で
あ
る
と
言
え
る
。
こ
の
懐
胎
説
話
は
本
源
的
に
は
印
度
・
中
国
に
あると推断できる。その究極は仏典関係にまで手を延ばさねばなる
六女（栄華物語藤氏系図）を儲けているが、祈願によって皇子が授
けられたと考えられる記事がある。即ち『御堂関白記』（寛弘四年
八月十一日の条）には、道長が大和国御撤（金峯山）に参詣し、長
女の一条天皇中宮彰子が第一皇子を生むようにと懐妊祈願のため、
特
に
「
子
守
三
所
」
に
参
詣
し
た
記
事
が
見
え
る
。
翌
寛
弘
五
年
二
○
○
八）中宮彰子が懐妊したことにつき、『栄花物語』（はつはな）は
「とのの御前何となく御目に涙のうかせ給にも、御心のうちには、
御嶽の御験にやと、あはれに嬉しうおぼさるべし」と御嶽詣での効
験を明示している。道長の心中から推察すれば、敦成親王（後一条
天皇）は金峯山蔵王権現の申し子ということになるであろう。実
資・道長が自著の日記に子授け祈願を記しているのは興味深いもの
がある。
注、
なお、この頃には観音信仰が盛況であり、例えば「求レ子之人常
注
旧
念二観音一、必得二端正之男女一焉」という信仰が行なわれていたこと
を物語っている。
さ
て
、
「
申
し
子
」
と
い
う
名
称
の
系
譜
は
、
『
記
紀
』
に
見
え
る
「
神
子
」
、
或
い
は
「
仏
典
」
中
の
「
祈
子
」
・
「
請
児
」
・
「
求
子
」
、
そ
し
て
お伽草子に頗出して以来、一般的に使用される「申し子」へと推移
して行ったと考えられる。
次に初期の申し子認について考察したい。
三
、
申
し
子
高
僧
讃
まい。そこで申し子高僧讃について論述することにしよう。
伝記そのものは、偉大な人間像を描出するという必然性と畏敬か
ら
、
か
な
り
誇
張
宣
布
さ
れ
た
点
が
少
な
く
な
い
。
欽明天皇七年戊年（五三八）に百済の聖明王が釈迦仏像と経論を
注
Ｍ
わが国に贈り仏教が正式に伝来して以降、徳行のすぐれた僧侶は必
ず
伝
記
化
さ
れ
申
し
子
高
僧
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
特
に
天
台
宗
・
法
相
注巧
宗・華厳宗の僧侶関係者が顕著であったと一一一一口える。
奈良時代に道熔が天台教学を伝え、更に鑑真が天台宗の書籍を齋
らし、その上、最澄が延暦二十三年（八○四）渡唐して天台宗の教
えを受け、翌二十四年帰朝、二十五年に天台法華宗を開宗するに及
んでからは高僧輩出もさりながら、僧伝として採りあげられるや天
台僧は申し子高僧と化して天台布教喧伝に重要な役割を果してきた
のである。
建
立
者
最
澄
を
初
め
と
し
、
第
十
代
座
主
増
命
僧
正
、
天
台
中
興
の
祖
と
称
せられる第十八代座主良源、更に千観・源信等も天台宗の僧侶であ
る
。
ま
た
、
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
の
作
者
慶
滋
保
胤
は
康
保
元
年
（
九
六
四）三月から比叡山西坂本で天台宗の僧侶達と勧学会左始めたり、
出家後の寛和二年（九八六）には恵心僧都源信の主催する一一十五三
味会に加わるなど天台宗の僧侶との深交が見られる。『本朝法華験
記』の作者鎮源も源信と深交があり、比叡山横川首榴厳院に住んで
いた。そして浄土教信仰を弘布するため、源信を頂点として、保胤
や鎮源が両脇を固め、念仏による信仰を実践宣布して行ったと考え
られる。斯かる意味合いから両書に天台関係の僧伝が多く記載さ
れ、申し子高僧認として、中国仏典に見られるような天台宗高僧伝
との関わりによる申し子僧の異常出自に始まる伝記が形成されて行
ったと思われる。
1５
そこで、申し子高僧讃を収載してある主要な書籍が、その作成上
範
と
し
た
、
或
い
は
影
響
を
豪
っ
た
所
の
典
拠
は
何
か
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
にする。
『本朝法華験記』の著者鎮源は、中国天台宗の僧侶義寂（寂法師
とも言う）の著した『法華験記」に倣って撰集したことが序文によ
って明らかである。また、「日本往生極楽記」の著者慶滋保胤は、
大唐弘法寺の迦才撰の「浄土論』及び文論・少康共撰の『往生西方
浄土瑞応剛伝』（通称『瑞応伝』）に拠っている。下って『元亨釈
書』の編著者虎関師錬は臨済宗東福寺の僧侶であるが、中国の「梁
高僧伝」・『唐高僧伝』・『宋高僧伝』等を範としている。一方、
中国仏典関係にあっては、「梁高僧伝』の作者慧皎は、同時代の宝
唱撰の『名僧伝井序録目』の影響を承けていると言われる。唐の南
山律宗の祖師道宣撰の『唐高僧伝』は『梁高僧伝』を継承し、南山
律宗十祖法栄の弟子である賛寧撰の『宋高僧伝」は『唐高僧伝』を
継続している。また、朱の志磐撰の「仏祖統紀』は主に「史記』及
び『賢治通鑑』に倣っていると言われるが、伝記の叙述方式は高僧
伝と類似している。
このように、申し子高僧讃を多多とする諸本の系譜を辿ってみる
と、叙述形式はほぼ同一と認められ、相互関係が密接であることを
如実に示している。
注
姐
次に冒頭文を一例ずつ表一示してみよう。
『
唐
高
僧
伝
』
ｌ
釈
信
行
・
姓
〈
王
氏
、
魏
郡
ノ
人
ナ
リ
．
其
ノ
母
久
シ
クシテ子無シ。仏二就イテ祈誠スル一一夢ムラク神児ヲ鑿ゲテ告
ゲテ云ク。我レ今持シテ以テ相上与フト。癌〆已リテ常日一一異
ナルヲ覚二、因ツテ即チ娠ムァリ。（巻第十六）
『仏祖統紀』Ｉ法智尊者知礼、字〈約言、四明ノ金氏ナリ．父
ノ経〈枝嗣未ダ生ゼザルヲ以テ、妻ノ李氏ト仏二薦しり。夢一一
神僧童子ヲ携へテコレヲ遣シテ曰ク、「此レ〈仏子羅喉羅ナ
リ」ト、因ツテ娠ムコトァリ。（巻第八）
『法華伝記』ｌ長安県蔚範良・家〈大富一一シ｜ァ継子ナシ。長沙
ノ霊像二祈リテ、一男子ヲ生メリ。（唐僧詳撰・巻第九）
『本朝法華験記』ｌ沙門仁鏡〈東大寺／僧ナリ・父母伽藍神社
一一祈祷シテ男子ヲ得ン事ヲ願う。若シ男子ヲ得パ仏弟子ト作
シ、仏法ヲ修セシメント。即チ胎ムコトァルヲ知ル。（巻上）
『
日
本
往
生
極
楽
記
』
Ｉ
延
暦
寺
座
主
僧
正
増
命
〈
左
大
史
桑
内
安
岑
ガ
子ナリ。父母児無シ・祈ツテ和尚ヲ生ム。（六）
その他、諸本収載の申し子出自の過程を、祈願者・祈願対象の神
仏・霊夢の有無等についての梗概を左に記すと、
最
澄
ｌ
父
、
嗣
な
く
衆
神
に
祈
る
．
叙
山
麓
の
草
慮
に
篭
り
、
四
日
の
暁に霊夢あり。
勧
修
ｌ
父
母
、
仏
神
に
祈
り
子
を
求
め
る
．
母
は
星
光
懐
に
入
る
と
夢
見て娠・（以上、「元亨釈書』）
相
応
ｌ
父
、
子
な
き
を
深
く
歎
き
常
に
仏
天
に
祈
る
．
母
は
剣
を
呑
む
と夢見て娠・（『日本高僧伝要文抄』）
良源ｌ母、一子なきを憂え、一一一宝に祈請する。母が夢に日光
が懐中に入るのを見て懐妊。（『後拾遺往生伝乞
などとある。「高僧伝」・「往生伝」収載の申し子高僧出自の過程
を
論
述
す
れ
ば
、
第
一
に
中
国
・
わ
が
国
共
大
同
小
異
で
あ
る
。
法
名
・
俗
姓・本国を記し、子なきを歎き親（片親、特に母親の場合が多い）
が仏神に祈願する。霊夢があった後に懐妊する。第二に出自後、幼
時において神童（霊童）であり、若年で出家する。その後、仏道精
進の様子を描出し入滅までの事績を記録してある。従って、お伽草
1４
子に見える中世的申し子讃とは構成上大きな相違が認められる。一」
注
Ⅳ
の点については以前略述ではあるが指摘したことがある。
各僧が自宗の象徴的存在であるがために、霊験奇瑞認を挿入する
ことによって偉大な生涯を記述した、或いは読設聞かすための材料
として文飾せざるを得なかったとも考えられる。このような申し子
高僧の伝記を、果して申し子「讃」と断言できるか疑問も存する
が、ともかく申し子調初期の型を成していると言えるのではあるま
いか。「高僧伝」・「往生伝」に見える申し子高僧認は、『日本往生極
楽記』・「後拾遺往生伝」・『高野山往生伝』・「元亨釈書』・
『日本高僧伝要文抄』・「本朝高僧伝』などであり、反面、「続本
朝往生伝』・「拾遺往生伝』・『三外往生記』・『本朝新修往生
伝』等には申し子高僧認は一話も収載されてないのである。
次
に
公
卿
・
武
家
・
庶
民
等
の
俗
人
申
し
子
讃
の
う
ち
、
貧
女
申
し
子
讃
に
ついて考察してふよう。
申
し
子
が
長
者
の
家
の
出
向
で
あ
る
こ
と
は
、
仏
教
説
話
の
象
な
ら
ず
、
昔
話の世界にあってもしばしば見ることができる。それに反して貧家
出自の申し子はそれほど多くはない。まして仏教説話の世界におい
て
は
ヒ
ロ
イ
ン
の
申
し
子
は
少
な
い
。
そ
れ
が
貧
女
で
あ
れ
ば
な
お
さ
ら
で
あ
るが、『今昔物語集」（巻第四）・『長谷寺霊験記』（巻下末）に
注狙
一二例見える。両認共貧女が最後は富承栄え幸福な生活を営む点にお
いては、他の申し子認と同様な構成となっている。『今昔物語集』
収載の貧女は、舞台を印度とし、仏神による申し子である。「家賃
四
、
貧
女
申
し
子
電
シクシテ財ナシ。亦、子有ル事ナシ一であるため、せめて子を儲け
て頼りとしようと念願し仏神に祈請して目的を遂げる。文面通りに
受けとれば処女受胎讃ということも言える。
母一人子一人の物語である。母が法華経書写をするのに費用がな
い。申し子貧女が髪の毛を売って捻出しようとする。彼女の美貌を
一見した人々は美しい髪をほめるだけで購うとはしない。たまたま
国王の十三になる王子が生来唖のため医師が長髪美麗な女の生肝を
薬用すれば全治すると診断したため、女は生贄に供されんとしたが
十万の仏の加護によって女は救われ、王子も全快する。女は王から
無量の財宝を授かり母と共に法花経を書写して供養するという讃
で、貧女申し子の孝行認とでもいった方がよいであろう。しかし、
幸福なる婚姻については記されてない。王子の人身御供にそなえら
れる所を法花経の功徳で助かることから法華信仰の説教の材料に用
いられたと考える。毛髪を切って写経の費用を捻出しようとする点
は、今日風の神仏に祈願する者が頭髪を切って供えるの風習に類型
を見出すのであり、やはり毛髪が呪力のあるものとして扱われ信じ
られていたのではあるまいか。法華経礼讃讃・孝行認・人身御供讃
が織り込まれ、仏法的・孝徳的である。また、複雑な説話構成でも
ない。物語的要素は稀薄である。一方、『長谷寺霊験記』の貧女申
し子は伊勢国の出自で七歳で母を、十四歳で父を亡くしたが、父の
遺言によって長谷寺観音の申し子であることを知る。そして「偏一一
長谷ヲ信ジ奉リテ観音ノ加被ヲ蒙リ、我ガ菩提ヲモ訪上汝ガー期ヲ
モ任セ奉ルベシ」を遵守する。二十二歳の時先祖相伝の鏡に「哀レ
トモ仏見給へマス鏡ウキ面影ノソョーウッルヲ」と一首書付けて宝
前に捧げたのが、時の国司の目に留まり上童の友一房となった。のち
国司の寵愛を受けて男子三人女子二人の子を儲けて楽しゑ栄えたと
1５
子なきを歎き神仏に祈り申して、子を授けてもらう申し子信仰
は、古代に発生したのであり、その源流を大陸に求めるならば印度
もしくは中国であったと思われる。
古代の申し子信仰は様々であった。仏・天・石・月・樹等に祈願
し、後世（中世）に見られる如く、特定の神仏に祈願するのとは異
推
移
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
いう観音礼讃・霊験利生證である。鏡が神霊物の役割をしている。
最
後
は
幸
福
な
婚
姻
を
強
調
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
右
の
一
首
は
引
歌
か
、
或
い
は
作
者
の
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
か
は
不
詳
で
あ
る
。
し
か
し
、
後
世
の
物
語
草
子
中
の
申
し
子
調
に
は
引
歌
を
含
め
て
和
歌
が
多
く
詠
及
込
ま
れ
て
い
る
が、「高僧伝」・「往生伝」に見える申し子讃には、このような和
歌は詠永込まれていない。かなり物語的要素が濃厚となってきてい
る。今一例の貧女申し子讃は、両親の貧亡を救おうと人買いに身を
売
る
孝
行
娘
（
実
は
長
谷
寺
観
音
の
申
し
子
）
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
乗
せ
られた人買船が難破するが、日頃信心の観音経によって救われ、の
ち左大臣藤原経宗の寵愛を受ける。
こ
の
よ
う
に
貧
女
申
し
子
讃
に
孝
行
謹
・
霊
験
利
生
謹
・
人
身
御
供
讃
・
人
買
讃
な
ど
が
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
は
平
安
時
代
の
世
相
を
ぱ
反
映
し
て
い
る
と
考えたい。そしてこれら俗人の事実認（推測）が語られる背景に
は、例えば観音信仰が貴賎老若を問わず弘布されていると見てよい
であろう。それは取りも直さず庶民信仰を顕示しつつあると思われ
る。そして長谷寺の場合、長谷寺関係の唱導説教者（多分女性）が
介
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
高
僧
（
貴
子
）
か
ら
庶
民
的
な
申
し
子
へ
と
五
、
結
び
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
申
し
子
は
本
来
神
仏
が
人
間
に
化
身
し
た
も
の
で
あ
る。従って申し子は「神子」を意味する。申し子祈願は宗教儀礼と
して祭祀による祓除と寄進を行なうのが常道であった。申し子は嫡
男を願い、母一人子亨人の讃が比較的多い。初期の申し子は高僧
（貴子）であり、彼らの伝記は霊夢に立脚する異常生誕認（出自の
部分）に特徴があり、霊験奇瑞を語るのである。
申し子高僧から俗人申し子へと推移し、認の稀薄さはやがて世相
の事件を反映させつつ色濃い申し子調構成へと変化して行ったので
ある。それは中世的申し子調の萌芽であったと言えよう。
一般説話集・仏教説話集・物語・草子・舞の本・説経・浄瑠璃・
歌謡に見える申し子讃と諸本の考究は他日を期したい。
なお本稿は、昭和四十五年度中世文学会秋季大会において発表し
た「申し子識構成上の問題点」（のち『中世文学」第十六号に収
載）の一部を補填し加筆したものである。
終わりに、金沢大学教育学部藤田福夫教授、原田行造講師、御両
氏の並々ならぬ御配慮と御厚情をいただいた。紙上を借りて謝意を
表します。
注１『定本柳田国男集』・「角川文庫本」等に所収。なお石田
英一郎氏「桃太郎の母』に小さ子認及び母子神信仰が詳述さ
れている。
注２臼田甚五郎先生「説話と歌謡」ｌ交渉関係に見られる中世
的現象Ｉ（『日本文学論究』第二十一冊昭和三十七年六月
所収）
注５市古貞次氏「中世小説の研究』参看。
注４荒木良雄氏「お伽草子の構想」（日本古典鑑賞講座第十六
1６
注
刊
望
月
信
亨
氏
『
望
月
仏
教
大
辞
典
」
第
一
巻
。
注
但
速
水
侑
氏
『
観
音
信
仰
』
に
よ
れ
ば
、
天
台
六
観
音
信
仰
が
成
立
し
た十世紀は中国においても宋天台を中心に六観音信仰が広く
発達し、わが国貴族社会にも広まったとあり、更に摂関期貴
族社会の観音霊場（西国三十三所）参詣の主流は、除病延命
得富などの現世利益の希求であると述べている。
注旧「日本高僧伝要文抄」第二「尊意贈僧正伝」（『大日本仏
教全書』所収）
注
艸
辻
善
之
助
氏
『
日
本
仏
教
史
」
第
二
巻
。
注
朽
拙
稿
「
申
し
子
讃
構
成
上
の
問
題
点
」
（
『
中
世
文
学
』
第
十
六
号
注扣『漢文大系』・『国訳漢文大成』・『漢籍国字解全書』・
『礼記注疏及補正』などに拠った。なお、感生説話について
は
、
森
三
樹
三
郎
氏
『
中
国
古
代
神
話
』
及
び
土
橋
寛
氏
『
古
代
歌
謡
と儀礼の研究』参看。
丁『巻所収）
注
５
大
島
建
彦
氏
『
お
伽
草
子
と
民
間
文
芸
」
注
６
宮
地
崇
邦
氏
「
さ
ま
ざ
ま
な
説
話
」
（
『
中
世
文
芸
と
民
俗
』
所
収）
注
７
井
上
頼
圀
氏
『
増
補
語
林
倭
訓
栞
』
下
注
８
申
し
子
の
語
例
は
、
『
伊
吹
童
子
」
・
『
花
永
つ
』
・
『
ま
ん
じ
ゅ
の左へ』・「縁覚上人』・『十二段草子』・『烏帽子折』・
『筑島』・『百合若大臣」・「小襲絵巻』などに散見。しか
し、『時代別国語大辞典』（上代篤）には見当らない。
注
？
こ
の
記
述
は
継
休
紀
の
承
で
あ
り
、
『
帝
王
編
年
記
』
巻
第
七
及
び
昭和四十六年五月収載）
この記述は継体紀の承であり、
『扶桑略記』第三には見えない。
注
帖
い
ず
れ
も
原
漢
文
。
『
大
日
本
仏
教
全
書
』
・
『
大
正
新
修
大
蔵
経』・『国訳一切経』などに拠る。
注
灯
拙
稿
「
前
掲
書
」
注杷「天竺貧女、書写法花経語第四十」（日本古典文学大系所
収）二首歌捧宝前貧女即座成富貴事」・「参籠当寺祈子者忽
得孝養息女事」（「続群書類従』第二十七噸所収）
（金沢工業大学講師）
1７
